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3プロ対応

H15磐城国道管内橋梁
補修工事（第3回変更）

H16蛭田川第一・第二橋補
強工事（第2回変更）

H16蛭田川第一・第二橋補
強工事（第2回変更）

4箇所

2基

H15磐城国道管内橋梁
補修工事（第3回変更）18基

16.6m

A1,P1,P2,A2

P1,P2鋼板巻立て

A1,P1,P2,A2

A1,P1,P2,A2取り替え

落橋防止H16

H16

支承塗替え・ﾓﾙﾀﾙ補修

H15

H15磐城管内橋梁補修設計業務塗替え・ﾓﾙﾀﾙ補修

補修･補強
工事対応

H15 H15

確認資料等

補修・補強工事履歴

工事費

(百万円)
実施時期 実施内容 工事部位 部位 工法

補修・補強工事予定(計画)

備　　　　　　　　考

規模・数量

排 水 施 設

点 検 施 設

07_08_11_17

S

確認資料等

総合評価　S・I・S= 0.367

B 01_05

B

そ の 他

橋梁評価点

下
部
工

基 礎 工

橋梁調査票

主 桁 ( 主 構 )

分 割

床 版 形 式

橋梁点検履歴

塗 装 履 歴

被 災 履 歴

一 般 図位 置 図

全 幅 員

上部工15百万円　下部工12百万円

H19

未確認

178.0KP + 80

178.1KP + 41

昭和３９年

斜橋

25t照査済

3,503台/日

対策区分 損傷内容 対策区分

下
部
工
形
式

61.98 m

19.98+19.98+20.11

3

16

B 06_07_08

大型車交通量(片側)

補修・補強設計履歴

設計年度 設計内容

A

C 01_04_23

B 01_05_23

A

B 01_05

B 06_08_20

B 01_05_06_12_23

B 06_07_08_20_23

落橋防止ｼｽﾃﾑ

橋 台

橋 脚

上
部
工

床 版

支 承

地 覆

高 欄 ・ 防 護 柵

舗 装

伸 縮 装 置

蛭田川

有り

平面・縦断線形

架 設 工 事 費

基 礎

検 査 路ＴＬ‐２０

交 差 物 件

迂 回 路 有 無

整 理 番 号

橋 梁 名

路 線 名

橋 梁 区 分

02010

蛭田川第一橋

一般国道6号 現道

本線橋

昭和46年

単純鋼合成鈑桁橋

7.00 m

6.00 m

自

至

架 設 年 次

橋 長

支 間 長

径 間 数

損傷内容

前回定期点検結果 最新定期点検結果

**実施 H19実施

有 効 幅 員

所在地

構 造 形 式 無し 有り

A1橋台

控え壁式橋台

既製鋼ぐい

距離表
福島県いわき市錦町綾の町

福島県いわき市錦町綾の町

示 方 書

設 計 活 荷 重

自

至

部 位 P2橋脚 P3橋脚

躯 体

P4橋脚

上下線一体

無し

P10橋脚P6橋脚 P7橋脚P1橋脚

Ｔ型橋脚（ＲＣ） Ｔ型橋脚（ＲＣ）

既製鋼ぐい

A2橋台

既製鋼ぐい

控え壁式橋台

P5橋脚

上下線分離

既製鋼ぐい

有り

添架物 Φ90×4条

P8橋脚 P9橋脚

場所打床版

上下線一体 上下線分離

全景

側景

桁下面

1.00

？

ﾛｰﾄﾞﾋｰﾃｨﾝｸﾞ

伸 縮 装 置

橋 面 防 水 層

無し

非排水型

0.40

0.60 0.10

0.09

調 整 年 月 2009年3月

0.25 0.25

2007現地状況写真

評 価 0.18 0.18 0.05

0.60 0.30

0.25

0.40 0.40

0.40 0.10 0.10

b e eb

1.00

0.80

5 1 4

0.80

0.40

評価区分 B

健全性

下部工・基礎工 二次部材 評 価 点 落橋防止評価部位 主 桁

評価点数

0.15 0.10

B S

重み 付け 0.30 0.30 0.15

0.60

評 価 点

耐荷性耐震性

供用年数橋 脚床 版 支 承 基 礎 液 状 化 交 通 量主 桁 評 価 点

優先度係数

迂 回 路 2次災害 評 価 点

001_1826880020100000_蛭田川第一橋


